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【レジメン名】 

ペムブロリズマブ+CDDP+ALIMTA 療法 

 

【適応疾患】 

非小細胞肺癌   ☑進行・再発  □術前補助  □術後補助   

 

【インターバル日数】 

1 コース 21 日 

 

【使用抗癌剤】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注射スケジュール】 

薬品名 投与量 目的 手技 点滴時間 d１ d2 … d21 d1 

KN1 輸液 

アスパラギン酸 K 注 

硫酸 Mg 補正液 

500mL 

10mEq 

8mEq 

腎臓の保護 点滴静注 1 時間 ↓    ↓ 

生理食塩液 

デキサート 

アロキシ 

100mL 

9.9mg 

0.75mg 

吐き気予防 点滴静注 30 分 ↓    ↓ 

生理食塩液 

プロイメンド 

100mL 

150mg 
吐き気予防 点滴静注 30 分 ↓    ↓ 

生理食塩液 50ｍL ルートフラッシュ 点滴静注 10 分 ↓    ↓ 

20％マンニットール 300mL 尿を出す薬 点滴静注 1 時間 ↓    ↓ 

生理食塩液 50ｍL ルートフラッシュ 点滴静注 10 分 ↓    ↓ 

生理食塩液 

キイトルーダ 

100ｍL 

200ｍｇ/body 
抗癌剤 点滴静注 30 分 ↓    ↓ 

生理食塩液 50ｍL ルートフラッシュ 点滴静注 10 分 ↓    ↓ 

生理食塩液 

アリムタ 

100mL 

500mg/m2 
抗癌剤 点滴静注 10 分 ↓    ↓ 

生理食塩液 

シスプラチン 

500mL 

75mg/m2 
抗癌剤 点滴静注 2 時間 ↓    ↓ 

KN1 輸液 

アスパラギン酸 K 注 

500mL 

10mEq 
腎臓の保護 点滴静注 1 時間 ↓    ↓ 

ラシックス注 20ｍｇ 尿を出す薬 静注  ↓    ↓ 

メチコバール 1mg 
アリムタの 

副作用予防 
筋注 

アリムタ投与開始日の 7 日以上前に投与し、

以降 9 週毎  最終投与日から 22 日目まで 

 

【内服スケジュール】 

薬品名 目的 d１ d2 d3 d4 d5 … d21 d1 

デカドロン錠  8mg/回 

1 日 2 回 朝昼食後 
吐き気予防  ↓ ↓ ↓ ↓    

パンビタン末  1g/日 

1 日 1 回 

アリムタの 

副作用予防 

アリムタ投与開始日の 7 日以上前に投与し、 

以降 9 週毎 

最終投与日から 22 日目まで 

一般名/ 略号 投与法 投与時間 投与日 

ペムブロリズマブ/Pembrolizumab 

200mg/body 
点滴静注 30 分 day1 

ペメトレキセド/ALIMTA 

500mg/m2 
点滴静注 10 分 day1 

シスプラチン/CDDP 

75mg/m2 
点滴静注 2 時間 day1 
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【副作用】 

 

 

 

 

 

 


